






















































































































































































十計にやをハしけん三伏の夏の夜五更の天いまた明す四明山の上九識 窓の内十乗 床のほとりに智水をたゝへ三密の壇のまへに観月を澄しておハしけるにおもひかけす房の妻戸のほと〳〵となりけれはあけて見給ふ 菅丞相化来しまします驚入給ひて持仏堂へ入奉りて何事にかと申させたまへは丞相仰有けるは梵天 ゆる れを蒙りて神祇のとかめあるまし花の都に入て鳳城にまいりて竜顔 近付き奉りて愁をのへ怨を報せんとおもふに禅室はかりそ法験をほとこしておさへ給へき縦勅宣あり共穴賢請文仕給ふな 年来師壇のちき ハ是にあり 被 けれは尊意申給ふ様師壇の睦ハ一世ならぬ契也眼をぬ 給ふ共敢 いたむ処にあるへからす然に天下ハ王土なり勅宣三度 およハゝいかゝと被申けれは御気色すこしかハらせたまふ御喉もかかせ給ふとて勧たてまつる柘榴を妻戸にはきかけ 出させ給ふ其ほむらと成てもえつきけれは僧正灑水の印を結かけ給へは火ハ軈而消にけりこかれたる其妻戸今に本坊にあり（絵
　
化来した道真と尊意、妻戸で炎上する柘榴）






（第四段）其時雷電霹靂し劫初咸却の時水金二輪と変しける雨つふもかくやとそ覚し清涼殿の中にハ本院の太臣太刀を抜かけ朝に仕給し時ハ我次にこそおはせ に縦神と成 共我に所を置給ハす 僻変 こそ侍覧とにらミやりて今日の守護神ハおハせぬかと仰有けれは稲荷の大明神候とそ女房こゑにて答へ申させたまひける神明冥衆も礼をわすれたまはぬことハりかなとやことなき御事なり（絵
　
雷神の襲来）







（第六段）延喜八年十月の比菅根卿あらたに神罰を蒙て其身うせにけり同九年三月の比本院の太臣になやミ給ふ老婆か方薬もしるしなく安倍か秘術も徒に祭物をつゐやす春日大明神も捨給ふかと覚えて菅丞相の霊気とハ心中にさとり給へ共若法験はかりにやたすかり給ふ て清涼房玄照律師弟子善相公の胤子浄蔵貴所こそ内外典奥旨を極て効験無双の人也十歳より護法をつかひていまた二十にもミたされ共法験神徳止事なかりけるを四月四日に請し給ひて祈せ給ふ其日の午時はかり や善相公御訪に参せ給れはおとゝの左右の耳より青竜頭をさし出して善相公に示し給ひけるハ我申文を書て梵天帝尺に訴申によりて早く御ゆるされを蒙て怨を報せんとする処に尊客の息の浄蔵我を降伏せんとす制し給へと也されは摂公か青竜にあへりけんもかくや 覚し浄蔵是を見て退出 られ り其時本院のおとゝ薨し給ぬ御年卅九とそうけ給侍る御むすめの女御もうせ給ぬ御孫の春宮もうせ給ふ一男八条の大将保忠いと


















若くしてうせ給にき此家の人々皆四十不及して子孫なかきかことし富少路の右太臣顕忠のミそ二位太臣まてなりたまひける是ハ菅丞相の御事をふかく恐給て太臣にて六年おハしましけれとも出仕に前駈も 給ハす但犹其御末なし仏道に入たまふ君達 僧都法印僧正にもなりたまひける三井の心誉南都の快公石蔵の文慶也此御末の敦忠 三男兵衛佐佐理は一家の事あちきなくおもひつつけて出 せしこそかしこくハおほゆれ（絵
　
本院の大臣の両耳から頭を出す青竜）
（第七段）小松天皇の御孫延喜御門にハいとこ左太弁公忠と申人おハしき延喜十三年卯月の比頓死して両三日をへて蘇生して家の人々につけ 我を内裏くして参へしと其詞念比に 子息信時信孝にたすけひかれて内裏にまいりて瀧口の戸の方より事のよしを奏達し給ひけれは延喜の聖主驚き出御なりにけり奏し申やうそおそろ敷ハ侍れ公忠頓死仕て冥官の門 前を見給へは長一丈余なる人身にハ衣冠うる



















題箋「大政威徳天縁起第四」／第一紙端裏書「四」（第一段／以降、当巻のみ他巻詞書とは異筆）大政威徳天神縁起第四延長八年六月廿六日に清涼殿の坤の柱の上に霹靂神の火事あり大納言清貫卿袍に火付て臥しまろひ右中弁希世朝臣かほやけて柱 下にたハれふす是茂朝臣弓とりむかふ立所にけころさ ぬ近衛忠包鬢焼て死す紀蔭連焔にむせひて悶絶す此等ハ則天満大自在天神十 万八千の眷属の中第三使者火雷火気毒王のしわさなりとそうけたまハる不思儀の事也（絵
　
雷神の襲来）
（第二段）其日より毒気はしめて延喜の聖主の御身の内へ入つゝ玉体例に背きまし〳〵て九月廿三 御位を第一の皇子朱雀天皇に譲奉りて同廿九日御とし四十六 て御出家あり すなハち崩 ならせ給ふ（絵
　
延喜帝の出家）
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